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環境省委託業務｢アスベスト飛散防止用封じ込め工法の開発｣完了
－アスベストの化学的無害化－

住友大阪セメント株式会社（本社：東京都千代田区、社長：渡邊 穰）は、環境省か

ら委託された研究開発業務の成果を利用したアスベスト無害化封じ込め工法を開発した。

１．現状

現場におけるアスベスト処理技術として除去工法や封じ込め工法等があるが、多く

の場合アスベストの状態で残っているため、地震時の損傷や解体等によって封じ込めら

れたアスベストが再度飛散する危険性がある。

２．本工法の特長と成果

今回のアスベスト無害化封じ込め工法の最大の特長は、従来の多くの方法と異なり

アスベストを化学的に融解させ化学反応により無害化させる点にある。

本工法は、米国で開発された特殊な触媒と無機酸を主成分とする白石綿（クリソタ

イル）融解剤に当社が保有する浸透固化剤と表面被覆材を組み合わせて確立した。

施工現場では、アスベスト含有量や吹付け材の厚みを確認し、薬剤の塗布量を決め、

薬剤を吹付けて無害化する。アスベストはこの時点で既に無害化されているが、更に表

面被覆材をカバーリングし安全性を向上させた。本工法は、現在｢アスベスト封じ込め

材の大臣認定｣の取得を目指して、最終的な確認作業に入っている。

現場における本工法の適用は、これまで社会に供給した社会資本を安全かつ健全な

姿にリニューアルすることの一端を担い、ストックの付加価値や延命化に貢献できると

考えている。

さらに、現在アモサイト（茶石綿）、クロシドライト（青石綿）も無害化できる薬

剤を独自に開発中であり、実験室内に専用試験設備を設けレベル１～レベル３までのア

スベスト含有物を無害化する実験に着手し、無害化システムの開発を行なっている。

３．添付資料

添付資料１ 無害化処理剤塗布後の分析結果

添付資料２ 試験体への吹付け状況（無害化処理剤）
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